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留学報告書  
 

記入日：2026 年 1 月 22 日 

 

基本情報 

所属学部・学科 経営学部 経営学科 

性別 ☐男性 ☒女性 

留学先国 フランス 

留学期間 ２０２５年８月～１２月 

留学時の学年 ４年生（渡航した時の学年） 

帰国年月日 ２０２６年１月１５日 

明治大学卒業予定時期 ２０２６年３月 

留学先大学について 

大学名（英文・和文） 
英文：IPAG Business School 
和文：イパッグビジネススクール 

所属学部またはコース名 BBA3 

キャンパスの所在地 パリ 

形態 ☐国立  ☐公立  ☒私立  ☐その他 

学年暦（Academic Year） 
春学期： 月～ 月（期末試験期間：    ） 
秋学期：９月～１２月（期末試験期間：１２月上旬） 

所属学部の学生数 留学生は 100人程度 

留学生の割合 全学生のうち 40％（公式 HPより） 

 

留学にかかった費用 

項目 現地通貨（€） 円 備考 

授業料 0 0円 ☒ 交換留学のため，留学先への授業料免除 

宿舎費 4443 800,000円 一ヶ月：€1040+入居金€400 

食費 220 40,000円 一ヶ月：約€55 

通学費 17.2 3,000円 一ヶ月：€4.3(シェアサイクルのサブスク) 

学校用品 0 0円  

教養・娯楽費 640 115,200円 
一ヶ月：約€140(外食費)+約€20(施設や展示会

の入場料など) 

被服費 0 0円  

医療費 0 0円  

保険費 260 46,760円 保険会社：東京海上日動(明大サポート) 

渡航費 915 165,000円 フランクフルト往復+ドイツからの電車片道 

旅行費 1680 302,400円 

留学中に旅した国：ドイツ、ベルギー、イタリ

ア、スイス、ルクセンブルク、スペイン、ポル

トガル、イギリス、オーストリア、チェコ、ポ

ーランド、リトアニア、ラトビア、ギリシャ、

クロアチア、ボスニアヘルツェゴビナ 

語学学校 0 0円 
授業料：   
宿泊費：  

奨学金/助成金 6200 1,116,000円 

奨学金：業務スーパージャパンドリーム財団 

合計 1,050,000円 
助成金：CAF(フランスの住宅補助) 合計€552 
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その他 150 27,000円 ビザ申込+長期ビザ有効化€100 携帯 SIM€50 

合計 2125.2 383,360円  

 

渡航について 

1) 航空券を購入した時期 

☐留学先へ出願後 ☐入学許可書受領後 ☒ビザ取得後 ☐出発直前 □その他（       ） 

2) どのように購入しましたか？ 

Googleフライトで探して購入。パリ発着が高額のため、フランクフルトから電車に乗りました。 

3) 渡航経路を教えてください。 

（往路）  成田空港－青島、上海空港（経由）－フランクフルト空港 
（復路）  フランクフルト空港－上海空港（経由）－成田空港 

4) 航空券代金 

利用航空会社： 中国東方航空 
       往路：  
       復路：  
       合計： 150,000円 

5) 渡航に関するアドバイスがあればご記入ください。 

      スカイスキャナーと Google フライトの両方を確認して、早めに取るのをおすすめします。中国系の

航空会社は低価格ですが、23kg の荷物が 2つまで預け入れ可能なので、おすすめです。 

留学中の滞在先について 

1）種類（留学中の滞在先） 

☐寮 ☒アパート ☐ホームステイ ☐その他（         ） 

2）部屋の形態 

☐個室 ☒相部屋（同居人数：5人） 

3）住居の探し方 

☐留学先機関が斡旋 ☒自分で探す 

4) 大学までの利用交通機関と通学時間（片道） 

利用交通機関 ☐バス ☐電車 ☒自転車 ☐徒歩 ☐その他（         ） 

通学時間（片道） 自転車で 10分、歩きで 30分 

5) 滞在中の食事について 

【平日】                    

朝：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

昼：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

晩：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

【休日】 

朝：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

昼：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

晩：☐寮 ☒自炊 ☐外食 ☐その他（    ） 

6）滞在先に関する総合的な感想（これから留学する人のためのアドバイス） 

学校から推奨されたサイトで探しました。家が学校から近く、メトロの定期(約€88)が不要＆近所に

ディスカウントスーパーがあったため、生活費をかなり抑えられました。パリ市内のため、家賃は

高額でしたが、アクセスや生活のしやすさを考えると結果的に良かったと思っています。近くにデ

ィスカウントスーパー(Lidl または ALDI)があるかは、事前に確認するのがおすすめです。 

現地に関する情報 

1）留学中は病院にかかりましたか？ 

☐はい（利用機関名：         ）☒いいえ 
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2) 大学内の医務室や診療所で医療サービスは受けられますか？ 

☐はい ☒いいえ ☐わからない 

3）学内外で問題があったときには誰に相談しましたか？ 

フランス人の友人、ヨーロッパ圏内にいる日本人 

4) 留学先大学に相談窓口はありましたか？ 

☒はい ☐いいえ ☐わからない 

5) 現地の危険地域に関する情報はどのように収集し，どう防犯対策をしましたか？  

情報収集 

☐現地コーディネーター ☒友人 ☒ネット（参考サイト：パリ在住日本人の

SNS）  

☒その他（たびレジ） 

防犯対策 

できるだけ荷物は持たない、財布はチェーンをつけてカバンやポケットから簡

単に取れないようにする、旅行中はセキュリティポーチでパスポートを管理す

る、万が一携帯が掏られた時に備えて中古の携帯(SIM フリー)を持参する。 

6) 実際に盗難等を含む犯罪に巻き込まれましたか？ 

☐はい ☒いいえ 

7) 6 で「はい」と答えた方：その際どのように対処しましたか？ 

 

8) パソコン，携帯電話，インターネットについて，現地での利用状況はいかがでしたか？ 

パソコン 
滞在中に液晶の不良が起こったため、パリへ旅行に来る友人の家に新しいパソ

コンを送って、持ってきてもらいました。 

インターネット 問題なし 

携帯電話 
基本的には問題ないですが、私が利用していた FreeSIMは、人混みや地下では

使えなくなることがありました。 

9) 現地での資金調達はどのように行いましたか？ お勧めの方法があれば紹介して下さい。 

現地では銀行口座を開設していません。Wise(通貨の両替や送金ができるアプリ)のネットバンクと

そこに紐付けされたデビットカードを使用していました。日本円の奨学金は自身の楽天口座で受け

取り、Wiseの口座に送金。CAFは Wiseの口座で直接受け取っていました。Wise では、送金及び両替

手数料が抑えられるため、とてもおすすめです。 

10) 日本から持参すべき物があればご記入ください。 

生活費を抑えたかったので、自炊用の食材をかなり持参しました。(インスタント味噌汁、レトルト

食品、基本的な調味料、出汁、乾燥わかめなど) 調味料に関しては、和食系も良いですが、洋食系

のもの(コンソメ、パスタソースなど)があると、ヨーロッパの食材で料理がしやすいと思います。

調理器具では、菜箸と計量カップ(お米用)、100均にある炊飯用タッパー、作り置き保存用のタッパ

ーが便利でした。なお、カレーやお好み焼きは簡単に作れるだけでなく、ほとんどの人が好む味の

ため、友人やルームメイトに振る舞う用として、ルーやお好み焼き粉、ソースを持参しました。日

用品としては、Cタイプの変換プラグ複数個、常備薬、フィルター付きの水筒、小物干しを持ってい

くのがおすすめです。なお、シャンプーや化粧品類は、現地で新品を買っても 4 カ月で使いきれな

いと思ったので、全て日本から持っていきました。パスポートをなくした時や CAF の申請に必要な

住民票は２〜３枚あると良いです。 

進路について 

1) 進路 

☒就職 ☐進学 ☐未定 ☐その他（       ）  

2) 進路選択はいつ・どのようにされましたか？                                                         

元々卒業後は就職するつもりだったため、大学 3年生の秋から就活を初めました。 
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3) 就職を選択した方は，内定時期とその企業を選んだ理由を教えて下さい。 

内定時期 大学 3 年生の 1 月 

企業名  

業界 IT 

その企業或いは 

業界を選んだ理由 

IT 企業ではあるが、インフラに関わる会社のため、社会貢献性が高く、やりが

いを感じると思ったため。 

4) 就職活動について，留学希望者へ向けたアドバイスをお願いします。 

 

5) 進学を選択した方は，進学先が決定した時期とそこに決めた理由を教えて下さい。 

進学先決定時期  

進学先 （差支えなければご記入ください） 

その進学先を 

選んだ理由 
 

6）進学について，留学希望者に向けたアドバイスをお願いします（試験対策など）。 

 

7) その他を選択した方は，今回の留学経験がご自身の進路選択にどのような影響を与えたかご記入

ください。  

 

 

留学に関するタイムチャート 
 

２０２５年１月～２月 
 

合格発表後～出願準備期間 

・奨学金の書類作成(業務スーパー、トビタテ) 
・経営学部事務室を経た留学先とのやりとり 

２０２５年３月～６月 
 

出願後～渡航の準備 

・奨学金の面接(業務スーパー) 
・業務スーパー奨学金内定→トビタテの辞退 
・留学先とのやりとり(入学許可証の発行や履修登録など) 
・ビザの申請 
・住居探し 
・航空券の手配 

２０２５年７月 
 

留学開始直前 

・買い出しとパッキング 
・重要書類の発行(住民票、住居の契約書や入学許可証のプリント

アウトなど) 

２０２５年８月 
 

留学開始 

・下旬に渡航 
・ビザの有効化 
・大使館にて、住民票のフランス語訳を依頼(CAF申請のため) 
・28日にオリエンテーション参加 
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２０２５年９月 
 

留学中 

・新学期開始 
・CAF申請 

２０２５年１０月〜１１月 
 

留学中 

・CAF受給(10月上旬) 
・中間プレゼン、試験(10月末) 
・卒論の作成 

２０２５年１２月 
 

留学中 

・期末試験(12月上旬) 
・卒論の提出 
・アパートの退去(12月中旬) 
・SIMの解約や CAF 受給停止などの手続き 
・約 1カ月のバックパック旅行 

２０２６年１月 
 

帰国後 

・中旬に帰国(4年次で単位認定が不要のため) 
・帰国届や留学報告書の作成 

 

留学体験記 
 

 

あなたが「留学」という道を選択した理由を教えてください。 

元々海外に対して漠然とした憧れがあり、一度他国で生活をしてみたいと思っていました。元々は 3

年次で 1 年間韓国へ行くことを考えていたのですが、選考に落ちてしまい、その際は留学を諦めるつも

りでした。ただ、友人が留学している姿を見たり、自分自身で海外旅行に行く中で、もっと色々な国を

知りたいと思い、比較的時間に余裕ができる 4年秋学期のタイミングで、再度挑戦してみることにしま

した。 

語学について 

受験した語学能力試験 ☐TOEFL-iBT ☒TOEIC ☐IELTS ☐その他（試験名：      ） 

ご自身の英語力向上に

効果があった勉強方法 

明治大学では英語で開講されている授業を積極的に履修していました。机に

向かう勉強があまり得意ではなかったため、YouTube や人との会話から、自

然な表現や単語を身につけていく方が効果的だったと感じています。また、1

〜2年次に大学の助成を受けて、TOEICや TOEFLの受験ができたのは、定期的

な英語力の確認という点でとても役に立ったと感じています。 

総合的なアドバイス 

試験対策には、単語帳と過去問が最も役に立つと思います。日常会話におい

て「英語が話せる人」は「自分が話したいことを英語で説明できる人」だと

思っているので、最初からありとあらゆる単語や表現を身につけるというよ

りかは、自分が話すトピックに関して、説明できるようにしておくのが大切

だと思います。(例えば、私が初対面の人との会話で、物理の話をするシチュ

エーションは滅多にないが、なぜ留学に来たのかは話す確率が高いため練習

しておくといったイメージです。)上手く出てこない英語があれば、その場で

調べて、使えるようにしていました。 

この留学先を選んだ理由を教えてください。 

ヨーロッパは他国への移動がしやすく、様々な国に足を運べると思ったため、まずはヨーロッパ圏内に

留学したいと考えました。そのなかでも IPAG はフランスの首都パリにあり、ヨーロッパのトレンドや

文化、歴史に触れられる他、空港や鉄道の駅、バスターミナルなども豊富にあるため、他国への移動が
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特にしやすい点でも理想的だと考えました。 

大学（キャンパス）と学生の雰囲気を教えてください。 

大学（キャンパス） 

エッフェル塔から徒歩 15〜20分ほどのところにあり、目の前にはセーヌ川が

流れています。パリ市内各地へのアクセスも良いです。ビジネススクールと

いうこともあり、キャンパスはこじんまりしている印象です。 

学生 

国際色豊かですが、Erasmus 制度(EU 圏内で留学できる仕組み)の関係か、ヨ

ーロッパ圏内からの学生が多い印象でした。あとはメキシコや南米からの学

生も沢山います。日本人は私一人だけでした。 

現地での交友関係について教えてください。 

正規学生との交流 

留学生向けに英語で開講されている授業を履修していたため、講義での関わ

りはほとんどありませんでしたが、Global IPAGという団体(明治大学でいう

Mubo)の学生とは交流があり、何度か食事に行ったり、ピクニックをしました。 

留学生との交流 

どの授業にもグループワークがあり、留学生と関わる機会は多かったです。

オリエンテーション日に WhatsAppのチャットグループができたので、そこで

ツアーやパリ市内のイベントの情報を共有しながら、行ける人で集まること

が何度かありました。私は友人とフランスの他都市へ日帰りで行ったり、週

末でクリスマスマーケットにいくツアーに参加しました。なお、学校の周り

にもモールやカフェなどがあるため、授業終わりに立ち寄ることもありまし

た。 

留学先大学主催のイベントについて教えてください。 

Global IPAGによるツアーはいくつかありましたが、大学主催のイベントはほとんど正規学生向けだっ

た印象です。 

課外活動について教えてください。 

サークル活動も正規学生向けのため、参加していません。知人から聞いた外部の日仏交流団体によるイ

ベントには何度か参加し、日本に興味のあるフランス人の学生に出会うことができました。 

一日の課題の量を教えてください。 

授業内でプレゼンを作成し、その場で完結することが多かったため、そこまで多くない印象です。時々

Web テストがありました。フランス語の授業は宿題があり、文法の復習や練習問題を行ないました。 

期末試験について教えてください。 

フランス語の授業は、明治大学の第二外国語の試験に近い印象です。専門講義については、ケーススタ

ディ(長文)を読んで、意見を述べる論述式が中心でしたが、一部選択式の問題もありました。 

留学先で直面した困難（壁）について教えてください。 

大学では、他国から来た留学生の英語力がかなり高く、授業のスピードや英語での意見交換になかなか

追いつけないことがありました。そのため、授業後に AI を使いながら、論点を整理し直したり、教授

に質問することで、キャッチアップしていました。日常生活では、フランス語が初心者の状態で渡航し

てしまったので、言語の壁は感じましたが、普段の買い物やレストランで使う表現をその場で調べて使

うことを繰り返し、少しずつ身につけていきました。行政手続き（CAFの受給申し込み）などの難易度

が高い場面においては、フランス人の友達の力を借りるか、フランス語で要件をまとめた手紙を事前に

印刷し、持参していました。 

これから「留学」を考えている人へメッセージをお願いします。 

約 5カ月という短い期間ではありましたが、心の底から留学をして良かったと思っています。特に現地

の大学に在籍し、世界各国の留学生と友達になれたこと、パリで生活したこと、ヨーロッパの様々な国

に訪れたことは、留学だからこそ得られた貴重な経験で、日本を客観的に見る視点や、他国の人とのコ

ミュニケーション能力、予想外のことが起きた時に良い意味で諦められる(受け入れる)クセなどが身に

ついたと感じています。海外生活への不安や円安の加速などで留学を迷っている方もいらっしゃるかも

しれませんが、学生だからこそ得られるサポートや奨学金なども沢山ありますので、ぜひそれらを活用

しながら、留学に挑戦してみてください！ 



Meiji University 

School of Business Administration 

 7 

 



Meiji University 

School of Business Administration 

 

 1 

留学先で履修した授業科目 
記入日：2026年 1月 22日 

学習レポート（留学先で履修した科目ごとに記入してください） 

1)留学先 IPAG Business School 

2)留学先で取得した単位数 14 

3)本学で認定された単位数 

☐   単位 

☐現在単位認定中（認定予定の単位数：  ） 

☒単位認定はしません 

(理由：4 年次秋学期の留学のため) 

4）留学先で履修した科目について 

履修した授業科目名① 

Innovation ＆ Lean Startup for Entrepreneurs 

科目設置学部 BBA3 

履修期間 秋学期 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☐  単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☒単位認定しません 

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 120 分の授業が週 2 回 

担当教授 SHATILA Khodor 

授業内容 

授業時間の前半は教授がイノベーションやスタートアップに関する理論、ケーススタディについて解説

し、後半はクラスメイト 4～5人のグループに分かれて、プレゼンテーションを作成、発表するというも

のでした。プレゼンテーションの内容としては、講義で学んだ内容（イノベーションの種類やスタート

アップの成長パターンなど）について、実例を探し、その企業についてまとめることが多かったです。 

試験・課題など 

中間試験は選択問題と記述問題をあわせた Web テストでした。また、1 回だけ評価対象となるグループプ

レゼンテーションがあり、実際の企業を取り上げたうえで、自分たちが考えた成長戦略や改善点を提案

しました。私のグループは自分の他に、メキシコ人、ウルグアイ人の生徒がいたため、ウルグアイにお

けるペットボトルリサイクル率の低さを取り上げたうえで、乳製品の大手企業が詰め替え式の販売を行

うことを提案し、その参考事例として、無印良品の無料ウォーターサーバーの取り組みについてまとめ

ました。期末試験は、中間試験と同じような選択問題と、記述問題が出題されましたが、試験は対面で

行われました。 

感想を自由記入 

学んだ内容をすぐにプレゼンテーションという形でアウトプットする機会が多く、知識を自分の中で整

理しながら実際に使う力が身についたと感じています。また、クラスでは世界各国の企業が取り上げら

れるため、自分がこれまで知らなかった企業やビジネスの考え方を知ることができました。ユニクロや

無印良品などの日本企業が世界中で広く知られていることに気付くことができた点も、非常に良い経験

でした。 

履修した授業科目名② 

International HR Management 

科目設置学部 BBA3 

履修期間 秋学期 

留学先の単位数 6 

帰国後の単位認定 ☐  単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☒単位認定しません 

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 120 分の授業が週 2 回程度 
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担当教授 WANG Charlotte 

授業内容 

基本的に授業資料に沿って、国際的な企業における人材管理の理論について解説された後、ケーススタ

ディとその設問について、ペアで意見交換するという流れでした。教授が中国人のため、ヨーロッパの

事例に加えて、上海や東京を取り上げたケーススタディもあり、「アメリカ人がいきなり駐在を命じられ、

家族で東京に引っ越してきた時の状況」「現地で起こった文化的摩擦や生活の問題への対処法」といった

内容について、クラスメイトと自由に意見交換をしました。。 

試験・課題など 

時々、平常点に加算される、授業後の Web 小テストや簡単な提出物がありました。大きな試験は期末の

みで、長文のケーススタディを読み、授業で学んだ理論を用いながら、自分なりの意見を書く問題と、

用語の意味を簡単に答える問題の２種類がありました。あとは授業内で分けられたグループごとに、国

際的な企業の会議を想定したロールプレイを行い、その録画を提出するという課題もありました。 

感想を自由記入 

この授業では、国際的な企業の人材管理において、職場での環境づくりだけでなく、従業員の私生活に

おいてもさまざまな配慮が必要であることを学びました。また、本社からの人材派遣と、支社がある国

での現地採用には、コストや教育などの面でそれぞれメリット・デメリットがあり、自分なりにどちら

が適しているのか考えたり、クラスメイトの意見を聞くのがとても興味深かったです。 

なお、アジア圏からの学生が私と韓国人のクラスメイトの二人だけだったため、日本やアジアの視点に

ついて意見を求められることが多く、自分の考えを英語で伝える良い練習になりました。 

履修した授業科目名③ 

French as a foreign language 

科目設置学部 BBA3 

履修期間 秋学期 

留学先の単位数 2 

帰国後の単位認定 ☐  単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☒単位認定しません 

授業形態 ☒講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回 120 分の授業が週 2 回（10 月上旬より授業開始） 

担当教授 NGUYEN Viet Anh 

授業内容 
フランス語の授業。初日にテストがあり、3 つのレベルに分けられます。私は初心者だったのですが、テ

ストを受けずに、初級レベルを選択することができました。アルファベットの発音や月、曜日、数字な

ど基本的な文法を学びます。 

試験・課題など 

時々「道順の説明」など、特定のシチュエーションで使う文章を自分なりに考えてくる課題がありまし

た。テキストが PDF で配布されるため、それを用いて復習を行い、試験に備えるのが良いと思います。

中間テストと期末テストの両方がありましたが、選択問題や穴埋め問題といった出題形式で、内容も基

本的な文法の確認ばかりでしたので、テキストの内容を理解していれば、問題ないと思います。 

感想を自由記入 
初級クラスはフランス語を全く勉強したことがない人ばかりだったので、完全初心者の私でも授業につ

いていくことができました。発音には苦労しましたが、文法に関しては、英語と近い部分も多く、むし

ろ英語で学んだ方が理解しやすいと感じる場面も多かったです。 

履修した授業科目名④ 

 

科目設置学部  

履修期間  

留学先の単位数  

帰国後の単位認定 ☐  単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません  

授業形態 ☐講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回     分の授業が週     回 

担当教授  

授業内容  
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試験・課題など  

感想を自由記入 
 

 

履修した授業科目名⑤ 

 

科目設置学部  

履修期間  

留学先の単位数  

帰国後の単位認定 ☐  単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません 

授業形態 ☐講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回     分の授業が週     回 

担当教授  

授業内容  

試験・課題など  

感想を自由記入 
 

 

履修した授業科目名⑥ 

 

科目設置学部  

履修期間  

留学先の単位数  

帰国後の単位認定 ☐  単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません  

授業形態 ☐講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

授業時間数 １回     分の授業が週     回 

担当教授  

授業内容  

試験・課題など  

感想を自由記入 
 

 

履修した授業科目名⑦ 

 

科目設置学部  

履修期間  

留学先の単位数  

帰国後の単位認定 ☐  単位認定※本学で認定された単位数を書いて下さい。 ☐単位認定しません  

授業形態 ☐講義形式 ☐チュートリアル ☐その他（     ） 

 


